
東西に立根川が流れ、川に並行するように平地が広がっています。 

町の北側を三陸沿岸道路が通っていて、東端と西端それぞれにインターチェンジがあ

り、車での移動が便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 立根町（たっこんちょう） 

立根町っていうところは 

生まれも育ちも立根っ子 

40代男性が紹介します♪ 

南に「今出山」、 

北に「毛無森山」があり、 

南北で山に囲まれ、東西に開けたエリアです。 

東日本大震災で津波被害がなかった内陸部。 

震災以降、転居者が増加しています。 

以前は、田んぼや畑が目立つ地域でしたが、震災以降、住宅や大型ショッピングモ

ールが立地し、大船渡市のベットタウン的なエリアとなってきています。 

保育園、小学校、中学校、高校が立地し、奥まった地域がほとんどないコンパクト

なエリアです。 

今出山からの眺望 



暮らす人々 

市内沿岸部の人よりは、物言いが

柔らかい印象。 

ひとことでいうと、「温和」ですね。 

目立つことが苦手な人が多く、地区

懇談会でも参加も発言も少ない。 

もっといえば、市議会議員もしばら

く地域から出馬がなかったほど。 

もっと詳しくいうと 

「大畑野・町場・平田・上手・田谷・川原・和村・久保・下欠・菅生」という 

１０の地域で成り立っています。 

そのうち、川原・和村・久保・下欠・菅生のエリアは他の地域からの転居者が多く 

菅生・久保にはショッピングモールがあります。 

日常生活に必要なものは、町内のシ

ョッピングモールで調達可能です。 

バスが国道４５号と立根川沿いを通

る市道の２系統運行されていますが、

コンパクトなエリアのため、バス停まで

距離がなく、高齢者でも暮らしやすい

エリアだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



でも立根町はね 

古くから地域の方々に親しまれる「富山温泉」があって、和村地域の高台からの景観が最高にきれ

いなのですよ。 

４年ごとに開催される「五年祭」、お正月には獅子舞で地域を練り歩く「悪魔払い」があり、市指定

無形文化財となっている「川原鎧剣舞」の勇壮な舞など、昔から大切にしてきた文化があります。大

きな観光名所等はないけれど、大型店、教育機関等があり、三陸沿岸道路へのアクセスもよく、生活

しやすいエリアです。 

ちなみに、モスバーガー創業者が大船渡市出身ということでメモリアル店舗が立根町にあります。 

田舎じゃなくても、いろいろあるよね 

いいことばかりじゃない。どこにだって気になることはあるよね。 

立根町は、アルコール類を提供する飲食店が少なく、繁華街から少し距離があるの

で、帰りはタクシーまたは運転代行が必須だったり、…一部地域ではテレビ電波の受信

が悪くケーブルテレビが設置されていたり、南北の山の間を風が抜けるので風が強く、

気温も盛町、大船渡町に比べると２～３℃低いように感じたりするし…。 

ついでにもっといっちゃえば…  

都市公園が少ないな、とか、ＡＴＭはあるけれど金融機関の店舗は少ないな、とか、下水道や、一部上水

道の未整備など、希望も含んだ話だと、そりゃ…いろいろありますよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←訪れる方々から奉納された

ものでいっぱい！ 

↓和村地域の高台からの景観 



教えたいこともたくさんあります！ 

五葉神社 

安養寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おいしいもの！ 

 ★スープカレーが有名なお店 

 ★肉料理が評判のお店 などなど！ 

立根町には美味しくて大船渡市民に親しまれて

いるお店が多いのです♪ 

安養寺を背に見る景色 

おすすめのスポット 

 ★安養寺 

   小高い場所にあり景色も素晴らしい 

 ★五葉神社 

  国道 45号沿いにあり地域の方々に親しまれています。 

 

ある日のスープカレー 

ある日のステーキ 


